
日
本
防
災
士
機
構
が
実
施
し
て
い
る
防
災
士
の
資
格
試
験
に

挑
戦
し
、
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
災
害
へ
の
備
え
は
、
森
林
を
含
め

日
頃
か
ら
地
域
の
環
境
を
知
り
、
周
囲
の
人
と
つ
な
が
り
、
い
ざ
と

い
う
時
に
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
が
地
域
を
守
る
力
に
な
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
永
田
愛
実
で
す
。

　

森
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

す
。
今
月
は「
森
を
守
る
」こ
と
を
深
く
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

山
梨
県
に
て
、
山
梨
日
日
新
聞
社
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
「m

oritom
irai

」の
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。「m

oritom
irai

」
は
参
加
者
が
、
異
な
る
仕

事
や
目
的
を
持
つ
10
種
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
森
林
の
所
有
者
、
森
林
組

合
、
猟
師
、
行
政
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
に
な
り
、
各
立
場
で
仕

事
や
生
活
に
関
わ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、「
森
の
未
来
」
を
作

る
ゲ
ー
ム
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
各
立
場
で
「
何
が
大
切
な
の
か
」

が
異
な
る
こ
と
で
す
。
森
林
環
境
の
保
全
、
木
材
利
用
、
地
域
産
業

の
維
持
な
ど
、
全
て
を
同
時
に
実
現
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
対
話
に
よ
り
互
い
の
考
え
を
知
り
つ
つ
森
の
未

来
を
考
え
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
森
に
つ
い
て

「
一
緒
に
考
え
」「
共
感
を
得

る
」
こ
と
の
大
切
さ
ま
で
教

え
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
を
夢
中

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
森

林
や
林
業
に
関
心
を
持
つ
人

が
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
森
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

m
oritom

irai

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

林
野
火
災
・
被
災
木
利
用
セ
ミ
ナ
ー

愛実のつなぐ・届ける・森の声

これは第２０回森林組合トップセミナー・森林再生基金事業発表会にて、森林を活用した地域づくりを
発表された南都留森林組合の参事、竹田仙比古さんの言葉です。
　同森林組合では、林内にマウンテンバイクコースを設置し、新たな産業として展開しています。木材の
生産とともに人が森を訪れて楽しむ新たな価値を生み出し、地域全体の活性化にもつながっています。
お話を伺う中で、森の価値を未来へつなぐのは、森林に直接関わる人だけでなく、森を訪れ、森を知り、
森を好きになる一人ひとりかもしれないと感じました。

　今月、様々な活動を通し、私の中で「森を守る」ことの意味が、少し変わってきたように感じます。
木々を守るだけでなく、人の命や暮らしを守り、地域の文化や産業をつなぎ、森の新しい価値を生み出し
ていくことでもあると思います。今後も、一人でも多くの方に森に関心を持ってもらい、その人なりの形
で森と関わるきっかけを作っていきたいと思います。

公益社団法人国土緑化推進機構ウェブサイト「みどりの大使」▶ 
https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/

みどりの

大使
が行く！

2026
ミス日本みどりの大使

永田 愛実
な が た 　 ま な み

防
災
士
の
資
格
取
得

「森には、まだ知らない価値がある」

岩
手
県
主
催
の
昨
年
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
林
野
火
災
跡
地
の

森
林
再
生
と
、
被
災
木
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
司
会

を
務
め
ま
し
た
。
林
野
火
災
が
発
生
す
る

と
、
長
年
か
け
て
育
ま
れ
た
森
林
環
境
の

み
な
ら
ず
、
森
と
と
も
に
あ
る
地
域
の
営

み
ご
と
失
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
被

災
森
林
を
ど
の
よ
う
に
再
生
し
、
被
災
木

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
考

え
る
こ
と
は
、
森
を
「
元
に
戻
す
」
だ
け

で
は
な
く
地
域
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
で

あ
り
、
森
林
を
守
る
こ
と
は
地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
、
未
来
を
つ
な

い
で
い
く
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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